
(57)【要約】

【課題】　ブートイメージデータを順次補助記憶装置に

順次転送する方法を提供する。

【解決手段】　本発明にかかる方法は、第１のブートイ

メージデータを第１のオフセットで開始してテープ媒体

に転送すること、第２のブートイメージデータを第２の

オフセットで開始してテープ媒体に転送すること、第１

および第２のオフセットデータを不揮発性メモリに記憶

することとを含む。このようにして、単一のテープ媒体

に複数のブートイメージを記憶することが容易になる。

例えば、テープ媒体として、ＵＬＴＲＩＵＭ　ＬＴ０に

準拠するテープカートリッジが利用される。ＬＴ０準拠

テープカートリッジは、カートリッジに埋め込まれるイ

ンテリジェントメモリチップ（ＬＴ０－ＣＭ）を有する

。これは、カートリッジとテープドライブの間の物理的

な電力接続または信号接続の必要性をなくす無線周波イ

ンタフェースを使用する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 順 次 転 送 す る 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 第 １ の オ フ セ ッ ト で 開 始 し て テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ） に 転
送 さ せ る こ と と 、
　 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 第 ２ の オ フ セ ッ ト で 開 始 し て 前 記 テ ー プ 媒 体 に 転 送 さ せ
る こ と と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト に 関 連 す る デ ー タ を 不 揮 発 性 メ モ リ （ １ ０ ４ ， １ １ ２
） に 転 送 さ せ る こ と と
　 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 テ ー プ 媒 体 は 、 Ｕ Ｌ Ｔ Ｒ Ｉ Ｕ Ｍ フ ォ ー マ ッ ト に 準 拠 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 不 揮 発 性 メ モ リ は 、 前 記 テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ） で あ る
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 不 揮 発 性 メ モ リ は 、 前 記 テ ー プ 媒 体 の カ ー ト リ ッ ジ メ モ リ （ １ １ ２ ） で あ る
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 不 揮 発 性 メ モ リ に 転 送 さ れ る デ ー タ は 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ に そ れ ぞ れ 関 連 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 識 別
デ ー タ
　 を 含 む 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ を ブ ー ト す る ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を コ ン ピ ュ ー タ に 提 供 す る 方 法 で あ っ
て 、
　 不 揮 発 性 メ モ リ （ １ ０ ４ ， １ １ ２ ） か ら 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ そ れ ぞ
れ に 相 対 す る 少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 読 み 出 す こ と で あ っ て 、 前
記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ は 、 テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ） に 記 憶 さ れ て い る こ
と と 、
　 光 学 記 憶 装 置 を エ ミ ュ レ ー ト す る こ と と 、
　 － 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ
ー タ の 一 方 の 選 択 に 使 用 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ の 前 記 選 択 さ れ
た 一 方 を 出 力 す る こ と で あ っ て 、 そ れ に よ っ て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を ブ ー ト す る こ と と
　 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ に 基 づ い て 、 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ デ ー タ を 提
供 す る こ と
　 を さ ら に 含 む 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 コ マ ン ド を 受 け 取 る こ と と 、
　 前 記 コ マ ン ド に 応 答 し て 前 記 光 学 記 憶 装 置 の エ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 開 始 す る こ と と
　 を さ ら に 含 む 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 コ マ ン ド は 、 第 ２ の コ ン ピ ュ ー タ か ら 受 け 取 ら れ る
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ユ ー ザ 入 力 操 作 に 応 答 し て 、 前 記 光 学 記 憶 装 置 の エ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 開 始 す る こ と
　 を さ ら に 含 む 請 求 項 ６ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ユ ー ザ 入 力 操 作 は 、 取 り 出 し ボ タ ン を 操 作 す る こ と か ら な る
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 光 学 記 憶 装 置 の エ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 永 続 的 に 行 わ れ る
　 請 求 項 ６ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 光 学 記 憶 装 置 の エ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 、 専 用 の ポ ー ト （ １ ４ ２ ） が 結 合 さ れ る
　 請 求 項 ６ ～ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 補 助 順 次 記 憶 装 置 （ １ ０ ０ ） を 制 御 す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 で あ っ て 、
　 第 １ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 第 １ の オ フ セ ッ ト で 開 始 し て テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ） に 転
送 す る こ と と 、
　 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 第 ２ の オ フ セ ッ ト で 開 始 し て テ ー プ 媒 体 に 転 送 す る こ と
と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 不 揮 発 性 メ モ リ （ １ ０ ４ 、 １ １ ２ ） に 転 送 す る こ
と と 、
　 を 実 行 さ せ る 命 令 （ １ １ ６ ） を 含 む コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 命 令 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ そ れ ぞ れ の 第 １ お よ び 第 ２ の 識 別
子 を 、 不 揮 発 性 メ モ リ （ １ １ ２ ） に 記 憶 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 識 別 子 を 第 １ お よ び 第
２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ そ れ ぞ れ に 関 連 付 け る イ ン デ ッ ク ス を 作 成 す る
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 補 助 順 次 記 憶 装 置 （ １ ０ ０ ） を 制 御 す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 で あ っ て 、
　 不 揮 発 性 メ モ リ （ １ ０ ４ 、 １ １ ２ ） か ら 、 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ そ れ
ぞ れ の 少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 読 み 出 す こ と で あ っ て 、 前 記 第 １
お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ は テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ） に 記 憶 さ れ る こ と と 、
　 光 学 記 憶 装 置 を エ ミ ュ レ ー ト す る こ と と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 使 用 す る こ と で あ っ て 、 そ れ に よ っ て 前 記 第
１ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ の 一 方 の 選 択 を 可 能 に す る こ と と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ の 前 記 選 択 さ れ た 一 方 を 出 力 し 、 前 記 コ ン
ピ ュ ー タ を ブ ー ト す る こ と と
　 を 実 行 さ せ る 命 令 （ １ １ ６ ） を 含 む コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 命 令 は 、 外 部 コ マ ン ド を 受 け 取 っ た こ と に 応 答 し て 、 前 記 光 学 記 憶 装 置 の エ ミ ュ レ
ー シ ョ ン を 開 始 す る
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 命 令 は 、 ユ ー ザ 入 力 操 作 に 応 答 し て 、 前 記 光 学 記 憶 装 置 の エ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 開 始
す る 、 請 求 項 １ ６ ま た は １ ７ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ユ ー ザ 入 力 操 作 は 、
　 前 記 順 次 補 助 記 憶 装 置 の 取 り 出 し ボ タ ン （ １ ０ ８ ） を 操 作 す る こ と
　 を 含 む
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 命 令 は 、 前 記 光 学 記 憶 装 置 を 永 続 的 に エ ミ ュ レ ー ト す る
　 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ １ 】
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　 テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ） に 、 ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 記 憶 す る 補 助 記 憶 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 受 け 取 る 手 段 （ １ ２ ４ ） と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト の そ れ ぞ れ で 開 始 し て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ
ー ジ デ ー タ を 前 記 テ ー プ 媒 体 に 書 き 込 む 手 段 （ １ １ ８ ） と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 、 不 揮 発 性 メ モ リ に 記 憶 す る 手 段 （ １ １ ８ 、 １ ０
６ 、 １ １ ０ ） と
　 を 備 え る 補 助 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト を 記 憶 す る 手 段 は 、 イ ン デ ッ ク ス を 前 記 不 揮 発 性 メ モ
リ に 記 憶 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ に そ れ ぞ れ 関 連 す る 第 １ お よ び
第 ２ の 識 別 子 そ れ ぞ れ を 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ そ れ ぞ れ に マ ッ ピ ン グ
す る
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 補 助 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 、 前 記 不 揮 発 性 メ モ リ に 記 憶 す る ワ イ ヤ レ ス
イ ン タ フ ェ ー ス （ １ １ ０ ）
　 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ２ １ ま た は ２ ２ に 記 載 の 補 助 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 光 学 記 憶 装 置 を エ ミ ュ レ ー ト す る エ ミ ュ レ ー シ ョ ン 手 段 （ １ ２ ０ ）
　 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ２ １ ～ ２ ３ の い ず れ か に 記 載 の 補 助 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 エ ミ ュ レ ー シ ョ ン 手 段 に 、 永 続 的 に 割 り 当 て ら れ た ポ ー ト （ １ ４ ２ ）
　 を 備 え る 請 求 項 ２ １ ～ ２ ４ の い ず れ か に 記 載 の 補 助 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 テ ー プ ド ラ イ ブ （ １ ０ ０ ）
　 を 備 え る 請 求 項 ２ １ ～ ２ ５ の い ず れ か に 記 載 の 補 助 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 転 送 装 置 （ １ ０ ０ ） を 制 御 す る フ ァ ー ム ウ ェ ア を 備 え る 不 揮 発 性 メ モ リ 構 成 要 素 で あ っ
て 、 前 記 フ ァ ー ム ウ ェ ア は 、
　 第 １ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 第 １ の オ フ セ ッ ト で 開 始 し て テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ） に 転
送 す る こ と と 、
　 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 第 ２ の オ フ セ ッ ト で 開 始 し て テ ー プ 媒 体 に 転 送 す る こ と
と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト に 関 連 す る 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 不 揮
発 性 メ モ リ （ １ ０ ４ 、 １ １ ２ ） に 転 送 す る こ と と
　 を 実 行 さ せ る 命 令 （ １ ４ ０ ） を 含 む 不 揮 発 性 メ モ リ 構 成 要 素 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 転 送 装 置 （ １ ０ ０ ） を 制 御 す る フ ァ ー ム ウ ェ ア を 備 え る 不 揮 発 性 メ モ リ 構 成 要 素 で あ っ
て 、 前 記 フ ァ ー ム ウ ェ ア は 、
　 不 揮 発 性 メ モ リ （ １ ０ ４ ， １ １ ２ ） か ら 、 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ そ れ
ぞ れ の 少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 読 み 出 す こ と で あ っ て 、 前 記 第 １
お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ は テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ） に 記 憶 さ れ て い る こ と と 、
　 光 学 記 憶 装 置 を エ ミ ュ レ ー ト す る こ と と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ に 基 づ い て 、 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ デ ー タ を 提
供 す る こ と で あ っ て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ の う ち の 一 方 を 選 択 す る こ と と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ の う ち の 前 記 選 択 さ れ た 一 方 を 前 記 コ ン ピ
ュ ー タ に 転 送 す る こ と と
　 を 実 行 さ せ る 命 令 （ １ ０ ４ ）
　 を 含 む 不 揮 発 性 メ モ リ 構 成 要 素 。
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【 請 求 項 ２ ９ 】
　 少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 記 憶 し た テ ー プ 媒 体 （ １ ０ ４ ）
　 を 備 え る テ ー プ カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト に 関 連 す る 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 記 憶
す る 不 揮 発 性 メ モ リ （ １ ０ ４ 、 １ １ ２ ）
　 を 有 す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の テ ー プ カ ー ト リ ッ ジ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 ［ 発 明 の 分 野 ］
　 本 発 明 は 、 デ ー タ の バ ッ ク ア ッ プ お よ び リ カ バ リ の 分 野 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ［ 背 景 お よ び 従 来 技 術 ］
　 バ ッ ク ア ッ プ を し て い な い 場 合 に は デ ー タ の す べ て ま た は 一 部 を 回 復 不 能 に 破 壊 す る 可
能 性 の あ る 災 害 か ら 保 護 す る た め に 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 等 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 主 記 憶
装 置 に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ を バ ッ ク ア ッ プ す る こ と が 知 ら れ て い る 。
　 災 害 は た と え ば 、 火 災 、 洪 水 、 コ ン ピ ュ ー タ ウ ィ ル ス 、 ま た は 単 に 不 注 意 に よ る デ ー タ
の 削 除 で あ り 得 る 。
　 バ ッ ク ア ッ プ 記 憶 媒 体 と し て 磁 気 テ ー プ を 使 用 す る 主 な 理 由 の １ つ は 、 磁 気 テ ー プ が 、
大 容 量 の バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ を 記 憶 す る 安 定 し 、 信 頼 性 が 高 く 、 か つ 比 較 的 安 価 な 選 択 肢
を 提 供 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で 実 行 さ れ る バ ッ ク ア ッ プ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア は 通 常
、 こ の よ う な コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム デ ー タ を 、 テ ー プ ド ラ イ ブ に よ っ て 読 み 書 き さ れ る テ
ー プ 媒 体 に バ ッ ク ア ッ プ す る と 共 に 、 テ ー プ 媒 体 か ら リ ス ト ア で き る よ う に す る 機 能 を 提
供 す る 。
　 既 知 の バ ッ ク ア ッ プ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア と し て は 、 Stacか ら の 「 Ｒ ｅ ｐ ｌ ｉ
ｃ ａ （ 商 標 ） 」 、 Computer Associatesか ら の 「 Ａ ｒ ｃ Ｓ ｅ ｒ ｖ ｅ （ 商 標 ） 」 、 Veritasか
ら の 「 Ｂ ａ ｃ ｋ ｕ ｐ Ｅ ｘ ｅ ｃ （ 商 標 ） 」 、 お よ び HPか ら の Ｄ ａ ｔ ａ 　 Ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ
（ 商 標 ） 」 が 挙 げ ら れ る 。
　 既 知 の テ ー プ ド ラ イ ブ と し て は 、 Ｄ Ｄ Ｓ （ 商 標 ） お よ び Ｌ Ｔ ０ （ 商 標 ） に 準 拠 す る テ ー
プ ド ラ イ ブ が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら は 両 方 と も HPか ら 入 手 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク の 故 障 や 、 さ ら に は シ ス テ ム の 破 壊 等 の 災 害 の 場 合 に 、 通 常 優 先 さ れ る
の は 、 稼 働 中 の シ ス テ ム を 可 能 な 限 り す ぐ に 再 構 築 す る こ と で あ る 。
　 こ れ に は 、 コ ン ピ ュ ー タ ハ ー ド ウ ェ ア を 災 害 前 と 同 じ 状 態 に リ ス ト ア す る 必 要 が あ り 、
こ れ は 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム を リ ス ト ア す る こ と が で き る よ う に な る ま で で あ っ て も 数 時 間
、 ま た は 数 日 も か か る 場 合 が あ る 。
　 一 般 に 、 こ の プ ロ セ ス を 完 了 す る に は 相 当 量 の 人 の 介 入 が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 災 害 後 の 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を リ ス ト ア す る 時 間 お よ び 人 の 介 入 の オ ー バ ー ヘ ッ ド
を 低 減 す る た め に 、 バ ッ ク ア ッ プ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア が 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ
ム を 災 害 発 生 前 に 存 在 し た 状 態 に 迅 速 に リ ス ト ア で き る よ う に す る 、 い わ ゆ る 災 害 リ カ バ
リ （ Ｄ Ｒ ） ソ リ ュ ー シ ョ ン を 提 供 す る 。
　 こ の よ う な 方 式 は 通 常 、 最 小 限 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 、 テ ー プ ド ラ イ バ 、 お よ び
バ ッ ク ア ッ プ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア （ ま た は そ の 必 要 部 分 ） 自 体 を 少 な く と も イ
ン ス ト ー ル し 構 成 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 既 知 の Ｄ Ｒ ソ リ ュ ー シ ョ ン で は 通 常 、 ユ ー ザ が 一 揃 い の Ｄ Ｒ フ ロ ッ ピ ー （ 登 録 商 標 ） デ
ィ ス ク を 生 成 す る 必 要 が あ る 。
　 Ｄ Ｒ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ か ら ブ ー ト す る こ と が 不 可 能 で あ
る 場 合 に コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を ブ ー ト し 、 テ ー プ 媒 体 か ら フ ァ イ ル シ ス テ ム の バ ッ ク ア
ッ プ コ ピ ー を リ カ バ リ す る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア を 実 行 す る 際 に 使 用 す る
こ と が で き る 。
　 Ｄ Ｒ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 通 常 、 Ｄ Ｒ 機 能 を 含 む ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア の 構 成
要 素 と 共 に 最 小 版 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム を ロ ー ド し て 実 行 す る た め 、 た と え ば 、 コ
ン ピ ュ ー タ が 新 し い デ ィ ス ク パ ー テ ィ シ ョ ン を 構 築 し 、 テ ー プ ド ラ イ ブ に ア ク セ ス し 、 テ
ー プ 媒 体 か ら デ ー タ を リ ス ト ア す る の に 十 分 な 機 能 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 イ ン ス ト ー ル す べ き コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 正 確 な ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 反 映 す る た め に
、 Ｄ Ｒ オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 必 要 で あ り 、 な い 場 合 は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ 等 の 記 憶 装
置 と 通 信 す る こ と が で き な い 。
　 し た が っ て 通 常 、 シ ス テ ム ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 が 変 更 さ れ る と き 、 特 に Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ （ 小 型 コ
ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム イ ン タ フ ェ ー ス ） 構 成 が 変 更 さ れ る と き は 常 に 、 ユ ー ザ が Ｄ Ｒ フ ロ ッ
ピ ー デ ィ ス ク を 再 生 成 す る 必 要 が あ る 。
　 た と え ば 、 新 し い Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ ホ ス ト バ ス ア ダ プ タ （ Ｈ Ｂ Ａ ） が 、 新 し い 装 置 ド ラ イ バ そ れ
ぞ れ と 共 に サ ー バ に 追 加 さ れ る 場 合 は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 再 構 築 時 に 新 し い Ｓ Ｃ Ｓ
Ｉ 　 Ｈ Ｂ Ａ が 認 識 さ れ る よ う に 、 こ の 装 置 ド ラ イ バ を Ｄ Ｒ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 追 加 す る
必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｄ Ｒ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 使 用 さ れ る 理 由 は 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ が 、 標 準 「
初 期 プ ロ グ ラ ム ロ ー ド 装 置 」 （ Ｉ Ｐ Ｌ Ｄ ） の １ つ で あ り 、 そ こ か ら 略 あ ら ゆ る Ｐ Ｃ が 「 ブ
ー ト 」 す る よ う 構 成 さ れ て い る た め で あ る 。
　 本 明 細 書 で は 、 Ｉ Ｐ Ｌ Ｄ に 適 用 さ れ る 「 標 準 」 は 、 Ｐ Ｃ が ブ ー ト 目 的 の た め に 装 置 を 認
識 す る よ う に 物 理 的 に プ ロ グ ラ ム さ れ て い る こ と を 示 す 。
　 Ｂ Ａ Ｉ Ｄ Ｓ （ Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ ア ウ ェ ア 初 期 プ ロ グ ラ ム ロ ー ド 装 置 ） と し て 知 ら れ て い る 場 合 も
あ る 現 在 の 他 の 標 準 Ｉ Ｐ Ｌ Ｄ と し て は 、 Ｐ Ｃ 内 の 第 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ が 挙 げ ら
れ 、 最 近 で は 、 Ｐ Ｃ 内 の 第 １ の Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ が 挙 げ ら れ る 。
　 し か し 一 般 に 、 Ｉ Ｐ Ｌ Ｄ は 、 Ｐ Ｃ の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム を ロ ー ド し 実 行 す る 能 力
を 有 す る 略 あ ら ゆ る 装 置 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ が 、 １ ９ ９ ５ 年 １ 月 ２ ５ 日 に IBM Corporationお よ び Phoenix Technologie
s Ltd.に よ り 共 同 で 作 成 さ れ た 「 Ｅ ｌ 　 Ｔ ｏ ｒ ｉ ｔ ｏ 」 Ｂ ｏ ｏ ｔ ａ ｂ ｌ ｅ 　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ
　 Ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｔ 　 Ｓ ｐ ｅ ｃ ｉ ｆ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 Ｖ ｅ ｒ ｓ ｉ ｏ ｎ １ ． ０ に よ り 拡 張 さ れ た
Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 規 格 に 準 拠 す る 限 り 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ か ら ブ ー ト す る
こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 「 Ｅ ｌ 　 Ｔ ｏ ｒ ｉ ｔ ｏ 」 Ｂ ｏ ｏ ｔ ａ ｂ ｌ ｅ 　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 　 Ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｔ 　 Ｓ ｐ ｅ ｃ ｉ
ｆ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ は 、 ブ ー ト イ メ ー ジ の 目 録 を 作 成 し 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ て い る 任
意 の 単 一 の イ メ ー ジ か ら 選 択 的 に ブ ー ト す る 能 力 を 提 供 す る 。
　 複 数 ブ ー ト イ メ ー ジ 能 力 を 有 す る Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ は 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ て い る ブ ー テ ィ
ン グ カ タ ロ グ に 列 挙 さ れ て い る 複 数 の ブ ー タ ブ ル デ ィ ス ク イ メ ー ジ の い ず れ に も ア ク セ ス
す る こ と が で き る 。
　 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ は 、 検 証 エ ン ト リ 、 初 期 ／ デ フ ォ ル ト エ ン ト リ 、 セ ク シ ョ ン エ ン
ト リ 、 お よ び セ ク シ ョ ン エ ン ト リ の 拡 張 部 を 含 む ２ ０ バ イ ト の エ ン ト リ の 集 ま り で あ る 。
　 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 適 切 な ブ ー ト イ メ ー ジ を 選 び 、 次 い
で 選 択 さ れ た イ メ ー ジ か ら ブ ー ト で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ か ら の 同 様 の ブ ー ト は 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ２ ７ ， ２ １ ３ 号 に も 詳 細 に 考 察 さ
れ て い る 。
　 述 べ た よ う に 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ か ら ブ ー ト す る に は 、 Ｐ Ｃ の Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ （ 基 本 入 出 力 シ ス テ
ム ） が 、 通 常 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ま た は ハ ー ド デ ィ ス ク か ら と 同 様 に 、 特 に Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ
か ら の ブ ー ト 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を サ ポ ー ト す る 必 要 が あ る 。
　 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ２ ７ ， ２ １ ３ 号 に は 、 Ｐ Ｃ 　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ が テ ー プ 媒 体 か ら ブ ー ト 記 録 デ
ー タ を 検 出 し て 読 み 出 す よ う に 変 更 さ れ る こ と を 条 件 と し て 、 テ ー プ 媒 体 も ブ ー ト ソ ー ス
と し て 機 能 す る こ と が で き る こ と も 提 案 さ れ て い る 。
　 し か し 今 日 ま で 、 Ｐ Ｃ 　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ 標 準 は テ ー プ 媒 体 か ら の ブ ー ト を サ ポ ー ト し て い な い
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ か ら ブ ー ト 可 能 な シ ス テ ム に お い て は 、 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ２ ７ ， ２ １ ３ 号
は 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ か ら ブ ー ト 記 録 デ ー タ を 読 み 出 す に は 、 ブ ー ト プ ロ セ ス の デ ー タ 読 み 出
し パ ー ト 中 に 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ に 向 け ら れ た 読 み 出 し コ マ ン ド を Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ
Ｍ ド ラ イ ブ に 向 け 直 す 必 要 が あ る と 明 記 し て い る 。
　 さ ら に 、 Ｐ Ｃ の 変 更 さ れ た Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ ド ラ イ バ が 、 ハ ー ド デ ィ ス ク お よ び フ ロ ッ ピ ー デ ィ
ス ク に 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る ５ １ ２ バ イ ト の セ ク タ を 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ に 従 来 か
ら 使 用 さ れ て い る ２ Ｋ バ イ ト の セ ク タ に 変 換 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ か ら の ブ ー ト の 可 能 性 を 鑑 み て 、 １ つ ま た は 複 数 の Ｄ Ｒ 　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ を
生 成 し て 、 Ｄ Ｒ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に と っ て 代 え る こ と も 明 ら か に 可 能 で あ ろ う 。
　 し か し 、 こ の 手 法 を 採 用 す る に あ た っ て の 利 点 は ほ と ん ど な く 、 大 幅 に コ ス ト が 上 昇 す
る 。
　 特 に 、 ユ ー ザ が Ｄ Ｒ 　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ を 生 成 し 、 保 守 し 、 安 全 に 保 つ 必 要 が あ る こ と は や
は り 面 倒 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 全 体 を 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 援 用 す る Ｗ Ｏ ０ ０ ／ ０ ８ ５ ６ １ は 、 Ｐ Ｃ の ブ ー タ ブ ル 装 置
と し て 動 作 す る よ う に 構 成 さ れ た テ ー プ ド ラ イ ブ を 示 し て い る 。
　 テ ー プ ド ラ イ ブ は ２ つ の 動 作 モ ー ド 、 す な わ ち 、 通 常 の テ ー プ ド ラ イ ブ と し て 動 作 す る
第 １ の モ ー ド 、 お よ び ブ ー タ ブ ル Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ を エ ミ ュ レ ー ト す る 第 ２ の モ ー ド
を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ァ ー ム ウ ェ ア が 、 テ ー プ ド ラ イ ブ が テ ー プ ド ラ イ ブ と し て 振 る 舞 う 通 常 動 作 モ ー ド 、
お よ び テ ー プ ド ラ イ ブ が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ を エ ミ ュ レ ー ト す る よ う に 構 成 さ れ る 災 害
リ カ バ リ （ Ｄ Ｒ ） 動 作 モ ー ド の 両 方 を 提 供 す る 。
　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 そ れ 自 体 を Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ と し て Ｐ
Ｃ に 名 乗 る よ う に テ ー プ ド ラ イ ブ を 構 成 す る こ と に よ っ て 一 部 実 現 さ れ る 。
　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ を エ ミ ュ レ ー ト す る 能 力 を 使 用 し て 、 テ ー プ ド ラ イ ブ は 「 初 期 プ
ロ グ ラ ム ロ ー ド 装 置 」 （ Ｉ Ｐ Ｌ Ｄ ） と し て 動 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 テ ー プ ド ラ イ ブ が 通 常 モ ー ド で 動 作 す る か 、 そ れ と も Ｄ Ｒ モ ー ド で 動 作 す る か は 、 ユ ー
ザ が 選 択 す る こ と に よ っ て 決 定 さ れ る 。
　 ユ ー ザ に よ る モ ー ド の 選 択 は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ 取 り 出 し ボ タ ン を 使 用 す る こ と に よ り 、
テ ー プ ド ラ イ ブ ハ ー ド ウ ェ ア を 何 等 追 加 す る 必 要 な く 行 う こ と が で き 、 テ ー プ ド ラ イ ブ に
電 源 が 投 入 さ れ て い る と き に 取 り 出 し ボ タ ン を 押 下 す る と 、 Ｄ Ｒ 動 作 モ ー ド が 選 択 さ れ 、
そ の 他 の 場 合 は 通 常 モ ー ド が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 選 択 機 能 は 、 起 動 時 自 己 診 断 （ Ｐ Ｏ Ｓ Ｔ ） シ ー ケ ン ス 中 に 取 り 出 し ボ タ ン の 状 態 を
チ ェ ッ ク す る テ ー プ ド ラ イ ブ の フ ァ ー ム ウ ェ ア に よ り 実 現 さ れ る 。
　 別 法 と し て 、 Ｄ Ｒ モ ー ド は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ に す で に 電 源 が 投 入 さ れ て い る 場 合 に 、 取
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り 出 し ボ タ ン が 押 下 さ れ て い る 期 間 の 長 さ を チ ェ ッ ク し て 、 操 作 が 取 り 出 し で あ る か 、 そ
れ と も ユ ー ザ が Ｄ Ｒ モ ー ド を 選 択 し て い る の か を 判 断 す る フ ァ ー ム ウ ェ ア に よ り 、 取 り 出
し ボ タ ン を 長 時 間 （ ５ 秒 等 ） 押 下 し た ま ま に す る こ と に よ っ て 選 択 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ７ ２ ７ ２ １ ３ 号
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 the“ El Torio” Bootable CD-ROM Format Specification」 , 1995年 1
月 25日 , Version 1.0, IBM Corporation 及 び Phoenix Technologies Ltd. 共 著
【 非 特 許 文 献 ２ 】 www.hp.com/go/ultrium
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ［ 発 明 の 概 要 ］
　 本 発 明 は 、 ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 順 次 補 助 記 憶 装 置 に 順 次 転 送 す る 方 法 を 提 供 す る 。
　 方 法 は 、 第 １ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 第 １ の オ フ セ ッ ト で 開 始 し て テ ー プ 媒 体 に 転 送
す る こ と 、 第 ２ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を 第 ２ の オ フ セ ッ ト で 開 始 し て テ ー プ 媒 体 に 転 送
す る こ と 、 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 不 揮 発 性 メ モ リ に 記 憶 す る こ と 、 と を 含
む 。
　 こ の よ う に し て 、 単 一 の テ ー プ 媒 体 に 複 数 の ブ ー ト イ メ ー ジ を 記 憶 す る こ と が 容 易 に な
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 テ ー プ 媒 体 は テ ー プ 媒 体 で あ る 。
　 た と え ば 、 Ｕ Ｌ Ｔ Ｒ Ｉ Ｕ Ｍ 　 Ｌ Ｔ ０ に 準 拠 す る テ ー プ カ ー ト リ ッ ジ が 利 用 さ れ る 。
　 こ の よ う な テ ー プ カ ー ト リ ッ ジ は Hewlett Packard（ www.hp.com/go/ultrium） か ら 市 販
さ れ て い る 。
　 Ｌ Ｔ ０ 準 拠 テ ー プ カ ー ト リ ッ ジ は 、 カ ー ト リ ッ ジ に 埋 め 込 ま れ る イ ン テ リ ジ ェ ン ト メ モ
リ チ ッ プ で あ る 不 揮 発 性 カ ー ト リ ッ ジ メ モ リ （ Ｌ Ｔ ０ － Ｃ Ｍ ） を 有 す る 。
　 こ れ は 、 カ ー ト リ ッ ジ と テ ー プ ド ラ イ ブ の 間 の 物 理 的 な 電 力 接 続 ま た は 信 号 接 続 の 必 要
性 を な く す 無 線 周 波 イ ン タ フ ェ ー ス を 使 用 す る 。
　 Ｌ Ｔ ０ － Ｃ Ｍ は 、 他 の テ ー プ フ ォ ー マ ッ ト で は テ ー プ の 冒 頭 の ヘ ッ ダ に 記 憶 さ れ 得 る 情
報 の 記 憶 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ は テ ー プ 自 体
に 記 憶 さ れ る 。
　 別 法 と し て 、 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ は 、 Ｌ Ｔ ０ － Ｃ Ｍ 等 の カ ー ト リ ッ ジ メ
モ リ に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ブ ー ト イ メ ー ジ 識 別 子 を 各 オ フ セ ッ ト に
マ ッ ピ ン グ す る イ ン デ ッ ク ス が 不 揮 発 性 メ モ リ に 記 憶 さ れ る 。
　 こ の イ ン デ ッ ク ス は 、 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ を 提 供 し て 複 数 の ブ ー ト イ メ ー ジ の 中 か ら
１ つ の ブ ー ト イ メ ー ジ を 選 択 し や す く す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 災 害 リ カ バ リ 等 の た め に 、 ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を コ ン ピ ュ ー タ
に 提 供 す る 方 法 で あ る 。
　 こ れ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ か ら 少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ を 読 み 出 し
、 光 学 記 憶 装 置 を エ ミ ュ レ ー ト す る こ と に よ っ て 実 現 さ れ る 。
　 エ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 複 数 の ブ ー タ ブ ル イ メ ー ジ の 中 か ら １ つ を 選 択 す る た め に 第 １ お
よ び 第 ２ の オ フ セ ッ ト デ ー タ に 基 づ い て ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ デ ー タ を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 光 学 記 憶 装 置 の エ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 外 部 コ マ ン ド
に 応 答 し て 開 始 さ れ る 。
　 外 部 コ マ ン ド は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 し て テ ー プ ド ラ イ ブ に 結 合 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ シ ス
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テ ム か ら 発 せ ら れ る も の で あ っ て も よ く 、 ま た テ ー プ ド ラ イ ブ 上 の ボ タ ン を 操 作 す る 等 、
ユ ー ザ 入 力 操 作 に よ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 光 学 記 憶 装 置 の エ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 永 続
的 に 行 わ れ る 。
　 好 ま し く は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ の １ つ の ポ ー ト が 、 エ ミ ュ レ ー ト さ れ る 光 学 記 憶 装 置 に 結
合 さ れ 、 別 の ポ ー ト が 通 常 モ ー ド の テ ー プ ド ラ イ ブ と の 通 信 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 各 種 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 単 な る 例 と し て 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ［ 詳 細 な 説 明 ］
　 図 １ は テ ー プ 機 構 １ ０ ２ を 有 す る テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ を 示 し 、 テ ー プ 機 構 １ ０ ２ は テ
ー プ 媒 体 １ ０ ４ の 装 填 お よ び 取 り 出 し を 行 う と 共 に 、 デ ー タ を 読 み 書 き す る 必 要 に 応 じ て
テ ー プ 媒 体 １ ０ ４ の 先 送 り ま た は 巻 き 戻 し を 行 う 。
　 Ｄ Ｄ Ｓ （ デ ジ タ ル デ ー タ ス ト レ ー ジ ） テ ー プ ド ラ イ ブ で は 、 読 み 出 し ／ 書 き 込 み ヘ ッ ド
１ ０ ６ が ヘ リ カ ル 走 査 ド ラ ム に 搭 載 さ れ 、 ヘ リ カ ル 走 査 ド ラ ム は 回 転 し て 、 テ ー プ の 走 行
方 向 に 対 し て 斜 め の 動 き で テ ー プ を 通 り 過 ぎ る よ う に ヘ ッ ド を 掃 引 す る 。
　 テ ー プ ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ は 、 取 り 出 し ボ タ ン １ ０ ８ 、 お よ び テ ー プ 媒 体 １ ０ ４ の カ ー
ト リ ッ ジ メ モ リ １ １ ２ と 通 信 す る 役 割 を 果 た す Ｒ Ｆ イ ン タ フ ェ ー ス １ １ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ の プ ロ セ ッ サ １ １ ４ は 、 フ ァ ー ム ウ ェ ア １ １ ６ を 実 行 す る 役 割 を
果 た す 。
　 フ ァ ー ム ウ ェ ア １ １ ６ は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ が テ ー プ ド ラ イ ブ と し て 振 る 舞 う 通 常
動 作 モ ー ド を 提 供 す る 命 令 １ １ ８ 、 お よ び テ ー プ ド ラ イ ブ が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ を エ ミ
ュ レ ー ト す る 災 害 リ カ バ リ 動 作 モ ー ド を 提 供 す る 命 令 １ ２ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ４ は テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ の 動 作 を 制 御 す る 制 御 プ ロ グ ラ ム １
２ ２ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ は ポ ー ト １ ２ ４ を 有 す る 。
　 こ こ で 考 え る 例 で は 、 ポ ー ト １ ２ ４ は フ ァ イ バ チ ャ ネ ル （ Ｆ Ｃ ） 規 格 に 準 拠 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ポ ー ト １ ２ ４ は ス ト レ ー ジ エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ Ｓ Ａ Ｎ ） １ ２ ６ に 結 合 さ れ る 。
　 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ 、 Ｂ 、 ・ ・ ・ が 、 イ ー サ ネ ッ ト ネ ッ ト ワ ー ク １ ３ ０ を 通 し
て メ デ ィ ア サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ １ ２ ８ に 結 合 さ れ る 。
　 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ は そ れ ぞ れ 、 デ ー タ バ ッ ク ア ッ プ 動 作 を 行 う た め に 、 ロ ー カ
ル デ ィ ス ク １ ３ ６ に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ を 読 み 出 し 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） ネ ッ ト
ワ ー ク １ ３ ０ を 介 し て デ ー タ を メ デ ィ ア サ ー バ １ ２ ８ に 送 る た め に バ ッ ク ア ッ プ ア プ リ ケ
ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム １ ３ ４ を 実 行 す る プ ロ セ ッ サ １ ３ ２ を 有 す る 。
　 メ デ ィ ア サ ー バ １ ２ ８ は プ ロ セ ッ サ １ ３ ２ で プ ロ グ ラ ム １ ３ ８ を 実 行 し 、 ク ラ イ ア ン ト
コ ン ピ ュ ー タ Ａ 、 Ｂ 、 ・ ・ ・ か ら イ ー サ ネ ッ ト ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 け 取 っ た デ ー タ を
フ ォ ー マ ッ ト す る 。
　 バ ッ ク ア ッ プ 中 、 プ ロ グ ラ ム １ ３ ８ は ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ 、 Ｂ 、 ・ ・ ・ の ロ ー
カ ル デ ィ ス ク １ ３ ６ の ブ ー ト イ メ ー ジ を 作 成 し 、 ス ト レ ー ジ エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク １ ２ ６ を
介 し て 対 応 す る ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ セ ッ ト を テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ に 送 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 動 作 に 際 し て 、 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ は 最 初 は 通 常 動 作 モ ー ド で あ る 。
　 す な わ ち 、 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ は ポ ー ト １ ２ ４ に お い て テ ー プ ド ラ イ ブ と し て 振 る 舞
う 。
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　 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ は 、 ポ ー ト １ ２ ４ に お い て 、 ス ト レ ー ジ エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク １ ２
６ を 介 し て メ デ ィ ア サ ー バ １ ２ ８ か ら 、 た と え ば ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ の ブ ー ト イ
メ ー ジ デ ー タ を 受 け 取 る と 、 ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を テ ー プ 媒 体 １ ０ ４ に 記 憶 す る た め に
付 加 動 作 （ append operation） を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 言 い 換 え れ ば 、 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ は 、 オ フ セ ッ ト デ
ー タ に よ り 識 別 さ れ る 特 定 の テ ー プ 位 置 （ オ フ セ ッ ト ） か ら 開 始 し て テ ー プ 媒 体 １ ０ ４ に
記 憶 さ れ る 。
　 オ フ セ ッ ト デ ー タ は 、 Ｒ Ｆ イ ン タ フ ェ ー ス １ １ ０ を 経 由 し て テ ー プ 自 体 、 ま た は カ ー ト
リ ッ ジ メ モ リ １ １ ２ に 記 憶 さ れ る 。
　 こ の プ ロ セ ス は 、 メ デ ィ ア サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ １ ２ ８ に 結 合 さ れ た ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ
ュ ー タ す べ て に 対 し て 繰 り 返 し 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 新 し い ブ ー ト イ メ ー ジ が ポ ー ト １ ２ ４ に お い て 受 け 取 ら れ る 度 に 、 付 加 動 作 が 行 わ れ 、
ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ が テ ー プ 媒 体 １ ０ ４ に 記 憶 さ れ 、 ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ の 対 応 す る
記 録 が 開 始 さ れ る テ ー プ の 位 置 を 識 別 す る オ フ セ ッ ト デ ー タ が 不 揮 発 性 メ モ リ に 記 憶 さ れ
る 。
　 こ の よ う に し て 、 複 数 の ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ を テ ー プ 媒 体 １ ０ ４ に 記 憶 す る こ と が で
き る 。
　 こ れ に は 、 テ ー プ 媒 体 １ ０ ４ を よ り 効 率 的 に 利 用 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ 等 に 災 害 リ カ バ リ 動 作 を 行 う た め に 、 代 替 の ク ラ イ ア ン ト
コ ン ピ ュ ー タ Ａ 'が ス ト レ ー ジ エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク １ ２ ６ に 結 合 さ れ る 。
　 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ は 災 害 リ カ バ リ モ ー ド に な る 。
　 こ れ は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ に 電 源 が 投 入 さ れ て い る と き に 取 り 出 し ボ タ ン １ ０ ８ を
押 下 す る こ と に よ り 、 ま た は テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ に す で に 電 源 が 投 入 さ れ て い る と き に
長 時 間 取 り 出 し ボ タ ン １ ０ ８ を 押 下 す る こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 災 害 リ カ バ リ モ ー ド で は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ が ポ ー ト １ ２ ４ に お い て Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ
ド ラ イ ブ の よ う に 振 る 舞 う よ う な Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン が 命 令 １ ２ ０ に よ っ て 提
供 さ れ る 。
　 命 令 １ ２ ０ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ 、 す な わ ち カ ー ト リ ッ ジ メ モ リ １ １ ２ ま た は テ ー プ 自 体
に 記 憶 さ れ て い る オ フ セ ッ ト デ ー タ を 読 み 出 し て 、 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ に 基 づ い て 、 代 替 の ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ 'の Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ は
適 切 な ブ ー タ ブ ル デ ィ ス ク イ メ ー ジ を 選 択 す る こ と が で き る 。
　 対 応 す る ブ ー ト イ メ ー ジ デ ー タ が テ ー プ 媒 体 １ ０ ４ か ら 読 み 出 さ れ 、 ス ト レ ー ジ エ リ ア
ネ ッ ト ワ ー ク １ ２ ６ を 介 し て ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ 'に 転 送 さ れ る 。
　 好 ま し く は 、 命 令 １ ２ ０ に よ っ て 行 わ れ る エ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 「 Ｅ ｌ 　 Ｔ ｏ ｒ ｉ ｔ ｏ
」 Ｂ ｏ ｏ ｔ ａ ｂ ｌ ｅ 　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 　 Ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｔ 　 Ｓ ｐ ｅ ｃ ｉ ｆ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ に 準 拠
す る 。
　 こ の 例 で は 、 命 令 １ ２ ０ は 、 「 Ｅ ｌ 　 Ｔ ｏ ｒ ｉ ｔ ｏ 」 仕 様 に 指 定 さ れ る フ ォ ー マ ッ ト を
有 す る カ ー ト リ ッ ジ メ モ リ １ １ ２ に 記 憶 さ れ て い る オ フ セ ッ ト デ ー タ に 基 づ い て 複 数 の ブ
ー ト イ メ ー ジ 構 成 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ は 、 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ の １ つ か ら 受 け 取 っ た さ ら な る ブ ー ト イ メ ー ジ の 付
加 動 作 を 示 す 。
　 一 般 性 を 制 限 す る こ と な く 、 ス テ ッ プ ２ ０ ０ に お い て 、 テ ー プ ド ラ イ ブ が 、 ク ラ イ ア ン
ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ の ブ ー ト イ メ ー ジ Ａ を メ デ ィ ア サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら 受 け 取 る と 仮 定
す る 。
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　 ス テ ッ プ ２ ０ ２ に お い て 、 テ ー プ ド ラ イ ブ が 付 加 動 作 を 行 い 、 オ フ セ ッ ト Ｏ Ａ で 開 始 し
て ブ ー ト イ メ ー ジ Ａ を テ ー プ 媒 体 に 記 憶 す る 。
　 対 応 す る オ フ セ ッ ト デ ー タ Ｏ Ａ は 、 テ ー プ 媒 体 上 で ブ ー ト イ メ ー ジ Ａ の 記 録 が 開 始 さ れ
る 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ４ に お い て 、 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ の ブ ー ト イ メ ー ジ Ａ の 識 別 子 Ａ
お よ び オ フ セ ッ ト デ ー タ Ｏ Ａ か ら な る タ プ ル が 、 テ ー プ 媒 体 自 体 ま た は カ ー ト リ ッ ジ メ モ
リ に 記 憶 さ れ て い る イ ン デ ッ ク ス に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 テ ー プ ド ラ イ ブ が 別 の ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ ま た は 同 じ ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ
か ら 別 の ブ ー ト イ メ ー ジ を 受 け 取 っ た 場 合 、 追 加 さ れ た ブ ー ト イ メ ー ジ に 対 し て ス テ ッ プ
２ ０ ０ ～ ２ ０ ４ が 再 び 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ は 、 ブ ー ト イ メ ー ジ 識 別 子 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 ・ ・ ・ を 各 オ フ セ ッ ト Ｏ Ａ 、 Ｏ Ｂ 、 Ｏ Ｃ 、
・ ・ ・ に マ ッ ピ ン グ し た 結 果 と し て 得 ら れ る イ ン デ ッ ク ス を 概 略 的 に 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ は 、 災 害 リ カ バ リ ま た は 移 動 の た め 等 に 、 リ ス ト ア 動 作 を 行 う フ ロ ー チ ャ ー ト を 示
す 。
　 ま ず 、 テ ー プ ド ラ イ ブ を Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ モ ー ド に す る 必 要 が あ る （ ス テ ッ プ ４ ０ ３ ） 。
　 こ れ は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ に 電 源 が 投 入 さ れ て い る と き に テ ー プ ド ラ イ ブ の 取 り 出 し ボ タ
ン を 押 下 す る こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る （ ス テ ッ プ ４ ０ ０ ） 。
　 別 法 と し て 、 テ ー プ ド ラ イ ブ を Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ ー ド に す る た め に 、 コ
マ ン ド が ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の １ つ か ら 、 ま た は メ デ ィ ア サ ー バ コ ン ピ ュ
ー タ か ら テ ー プ ド ラ イ ブ に 送 ら れ る 。
　 た と え ば 、 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ が 災 害 リ カ バ リ 目 的 で ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー
タ Ａ 'で 置 き 換 え ら れ る 場 合 は 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 開 始 す る た め に 、 コ マ
ン ド を ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ｂ か ら 、 ま た は メ デ ィ ア サ ー バ か ら テ ー プ ド ラ イ ブ に 送
る こ と が で き る （ ス テ ッ プ ４ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 別 法 と し て 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ モ ー ド は テ ー プ ド ラ イ ブ に よ っ て 永 続 的 に エ ミ ュ レ ー ト さ れ
る 。
　 こ の 例 で は 、 追 加 の 物 理 的 な ポ ー ト を 永 続 的 な Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 結 合 す
る こ と が で き 、 ま た は Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 単 一 の 物 理 的 な ポ ー ト に 関 連 す
る 論 理 ユ ニ ッ ト （ Ｌ Ｕ Ｎ ） を 提 供 す る 。
　 こ の よ う な テ ー プ ド ラ イ ブ の 適 し た 実 施 形 態 に つ い て 図 ５ を 参 照 し て 以 下 で よ り 詳 細 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ ４ ０ ６ に お い て 、 イ ン デ ッ ク ス （ 図 ３ 参 照 ） が 不 揮 発 性 メ モ リ 、 た と え ば テ ー
プ 媒 体 自 体 、 ま た は カ ー ト リ ッ ジ メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ る 。
　 ス テ ッ プ ４ ０ ８ に お い て 、 イ ン デ ッ ク ス の ブ ー ト イ メ ー ジ 識 別 子 お よ び 各 オ フ セ ッ ト デ
ー タ に 基 づ い て 、 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ が 提 供 さ れ る 。
　 好 ま し く は 、 ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ は 「 Ｅ ｌ 　 Ｔ ｏ ｒ ｉ ｔ ｏ 」 仕 様 に 準 拠 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス テ ッ プ ４ １ ０ に お い て 、 代 替 の コ ン ピ ュ ー タ 、 た と え ば ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ
'の Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ が 、 た と え ば Ｅ ｌ 　 Ｔ ｏ ｒ ｉ ｔ ｏ 仕 様 に 従 っ て ブ ー テ ィ ン グ カ タ ロ グ か ら ブ
ー ト イ メ ー ジ の １ つ を 選 択 す る 。
　 選 択 さ れ た ブ ー ト イ メ ー ジ は 、 テ ー プ ド ラ イ ブ か ら ブ ー ト す る こ と が で き る よ う に 代 替
の ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ Ａ 'に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ は テ ー プ ド ラ イ ブ の さ ら な る 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 す 。
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　 図 １ の 要 素 に 対 応 す る 図 ５ の 要 素 は 同 じ 参 照 番 号 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ の 実 施 形 態 と は 対 照 的 に 、 図 ５ の テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ は 、 命 令 １ １ ８ を 実 行 す る
こ と に よ っ て テ ー プ モ ー ド を 永 続 的 に 提 供 す る と 共 に 、 命 令 １ ２ ０ の 実 行 に よ っ て Ｃ Ｄ －
Ｒ Ｏ Ｍ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 永 続 的 に 提 供 す る フ ァ ー ム ウ ェ ア １ ４ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ は フ ァ イ バ チ ャ ネ ル ポ ー ト １ ４ ２ を さ ら に 有 す る 。
　 ポ ー ト １ ４ ２ は 命 令 １ ２ ０ に よ っ て 提 供 さ れ る 永 続 的 な Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン
に 結 合 さ れ る 一 方 で 、 ポ ー ト １ ２ ４ は 、 命 令 １ １ ８ に よ っ て 提 供 さ れ る テ ー プ モ ー ド に お
い て テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ と 通 信 す る 役 割 を 果 た す 。
　 し た が っ て 、 テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ は ポ ー ト １ ４ ２ に お い て 永 続 的 に Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ
イ ブ の よ う に 「 見 え 」 、 そ こ か ら 代 替 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を ブ ー ト す る こ と が で き る
た め 、 災 害 リ カ バ リ を 行 う べ き と き に テ ー プ ド ラ イ ブ １ ０ ０ の 動 作 モ ー ド を 変 更 す る 必 要
が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 複 数 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 結 合 さ れ た テ ー プ ド ラ イ ブ を 示 す 略 ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 ブ ー ト イ メ ー ジ を テ ー プ 媒 体 に 記 憶 す る こ と に 関 わ る ス テ ッ プ を 示 す 流 れ 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 テ ー プ 媒 体 ま た は カ ー ト リ ッ ジ メ モ リ に 記 憶 さ れ る イ ン デ ッ ク ス の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 テ ー プ ド ラ イ ブ か ら ブ ー ト す る こ と に 関 わ る ス テ ッ プ を 示 す 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 永 続 的 な Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ エ ミ ュ レ ー シ ョ ン 専 用 の ポ ー ト を 有 す る テ ー プ ド ラ イ ブ 装
置 の 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
［ 参 照 符 号 リ ス ト ］
　 １ ０ ０ ・ ・ ・ テ ー プ ド ラ イ ブ ，
　 １ ０ ２ ・ ・ ・ テ ー プ 機 構 ，
　 １ ０ ４ ・ ・ ・ テ ー プ 媒 体 ，
　 １ ０ ６ ・ ・ ・ ヘ ッ ド ，
　 １ ０ ８ ・ ・ ・ 取 り 出 し ボ タ ン ，
　 １ １ ０ ・ ・ ・ Ｒ Ｆ イ ン タ フ ェ ー ス ，
　 １ １ ２ ・ ・ ・ カ ー ト リ ッ ジ メ モ リ ，
　 １ １ ４ ・ ・ ・ プ ロ セ ッ サ ，
　 １ １ ６ ・ ・ ・ フ ァ ー ム ウ ェ ア ，
　 １ １ ８ ， １ ２ ０ ・ ・ ・ 命 令 ，
　 １ ２ ２ ・ ・ ・ プ ロ グ ラ ム ，
　 １ ２ ４ ・ ・ ・ ポ ー ト ，
　 １ ２ ６ ・ ・ ・ ス ト レ ー ジ エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク ，
　 １ ２ ８ ・ ・ ・ メ デ ィ ア サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ ，
　 １ ３ ０ ・ ・ ・ イ ー サ ネ ッ ト ネ ッ ト ワ ー ク ，
　 １ ３ ２ ・ ・ ・ プ ロ セ ッ サ ，
　 １ ３ ４ ・ ・ ・ バ ッ ク ア ッ プ ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム ，
　 １ ３ ６ ・ ・ ・ ロ ー カ ル デ ィ ス ク ，
　 １ ３ ８ ・ ・ ・ プ ロ グ ラ ム ，
　 １ ４ ０ ・ ・ ・ フ ァ ー ム ウ ェ ア ，
　 １ ４ ２ ・ ・ ・ ポ ー ト ，
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 外 国 語 明 細 書 】
       Data Backup And Recovery

       Field of the invention
       The present invention relates to the field of data backup and recovery.

       Background and prior art
       It is known to backup data stored on primary storage, such as a hard disk
, of a computer system in order to protect against a disaster that might otherwi
se irrecoverably destroy all or part of the data. Disasters for example may be f
ire, flood, computer virus or simply accidental deletion of data. One of the mai
n reasons for using magnetic tape as the backup storage medium is that it provid
es a stable, reliable and relatively cheap option for storing large volumes of b
acked-up data.
       Backup application software which executes on the computer system typical
ly provides the functions for enabling such computer system data to be both back
ed-up to, and restored from, tape media, which is written to and read from by a 
tape drive. Well-known backup application software includes 'ReplicaTM' from Sta
c, 'ArcServeTM' from Computer Associates, 'BackupExecTM' from Veritas and Data P
rotectorTM' from HP. Well-known tape drives include DDSTM and LTOTM compliant ta
pe drives, both available from HP.
       In the event of a disaster, such as hard disk failure or even system dest
ruction, typically, a priority is to rebuild a working system as soon as possibl
e. This requires the computer hardware to be restored to the same state as it wa
s before the disaster, which can take hours or even days, even before the file s
ystem can be restored. Generally, a significant amount of human intervention is 
required to complete this process.
       In order to reduce the time and human intervention overhead of restoring 
a computer system after a disaster a backup application software provides a so-c
alled disaster recovery (DR) solution, which enables a computer system to be res
tored in an expedited manner to a state which existed before a disaster occurred
. Such a scheme typically involves at least installing and configuring a minimal
 operating system, tape drivers and the backup application software (or the requ
isite parts thereof) itself.
       Known DR solutions typically require a user to generate a set of DR flopp
y disks. The DR floppy disks may be used to boot the computer system, when it is
 not possible to boot from the hard disk drive, and execute application software
 for recovering a backed-up copy of the file system from tape media. The DR flop
py disks typically load and execute a minimal version of the operating system al
ong with components of application software comprising DR functionality, thus pr
oviding sufficient functionality, for example, for the computer to build new dis
k partitions, access a tape drive and restore the data from tape media.
       The DR operating system is required to reflect the exact hardware configu
ration of the computer system on which it is to be installed, otherwise it would
 not be possible to communicate with storage devices such as tape drives.
Typically, therefore, DR floppy disks need to be regenerated by a user whenever 
the system hardware configuration changes, and particularly when a SCSI (Small C
omputer Systems Interface) configuration changes. For example, if a new SCSI Hos
t Bus Adaptor (HBA) is added to a server, with a respective new device driver, t
his device driver needs to be added to the DR floppy disks so that the new SCSI 
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HBA is recognised when rebuilding the computer system.
       A reason why DR floppy disks are used is that a floppy disk drive is one 
of the standard 'initial program load devices' (IPLD), which practically every P
C is configured to 'boot' from. Herein, 'standard' as applied to an IPLD, implie
s that the PC is physically programmed to recognise the device for the purposes 
of booting. Currently, other standard IPLDs, sometimes known as BAIDS (BIOS Awar
e Initial Program Load Devices), include the first hard disk drive in a PC and, 
more recently, the first CD-ROM drive in a PC. Generally, however, an IPLD can b
e virtually any device that has the ability to load and execute a PC operating s
ystem.
       It is known to boot from a CD-ROM drive, as long as the CD-ROM complies w
ith the ISO 9660 CD-ROM standard, as extended by the 'El Torito' Bootable CD-ROM
 Format Specification, Version 1.0, January 25, 1995, created jointly by IBM Cor
poration and Phoenix Technologies Ltd.
       The 'El Torito' bootable CD-ROM Format Specification provides the ability
 to catalogue boot images and to selectively boot from any single image stored o
n a CD-ROM. A BIOS with multiple boot-image capability can access any one of a n
umber of bootable disc images listed in the booting catalogue stored on the CD-R
OM. The booting catalogue is a collection of 20 byte entries including a validat
ion entry, an initial/default entry, a section entry, and section entry extensio
n. The booting catalogue allows a computer system to pick a proper boot image an
d then to boot from the selected image. 
       Booting from CD-ROM in a similar manner is also considered in detail in U
S 5,727,213. As described, to boot from CD-ROM, a PC's BIOS (basic input/output 
system) needs to specifically support reading boot record data from a CD-ROM, ty
pically, as well as from a floppy disk or hard disk. US 5,727,213 also proposes 
that tape media may also serve as a boot source, subject to the PC BIOS being mo
dified to detect and read boot record data from a tape media.  To date, however,
 PC BIOS standards do not support booting from tape media.
       In a system which is bootable from a CD-ROM, US 5,727,213 specifies that,
 to read boot record data from a CD-ROM, read commands directed to the floppy di
sk drive need to be re-directed to the CD-ROM drive during a read data part of t
he boot process. In addition, a modified SCSI driver of the PC needs to convert 
the 512 byte sectors conventionally used by hard disk and floppy disk into 2 Kby
tes sectors conventionally used by a CD-ROM drive.
       In view of the possibility of booting from CD-ROM, it would obviously als
o be possible to generate one or more DR CD-ROMs to replace the DR floppy disks.
 However, there would be little advantage in adopting this approach, and a signi
ficant cost increase. In particular, it would still be onerous for the user to h
ave to generate, maintain and keep safe the DR CD-ROMs.
       WO00/08561 the entirety of which is herein incorporated by reference  sho
ws a tape drive configured to operate as a bootable device for a PC. The tape dr
ive has two modes of operation: the first mode in which it operates as a normal 
tape drive and the second in which it emulates a bootable CD-ROM drive.
       Firmware provides both the normal mode of operation, in which the tape dr
ive behaves as a tape drive, and the disaster recovery (DR) mode of operation, i
n which the tape drive is arranged to emulate a CD-ROM drive. The CD-ROM drive e
mulation is achieved in part by configuring the tape drive to identify itself to
 the PC as a CD-ROM drive. With the ability to emulate a CD-ROM drive, the tape 
drive can act as an 'initial program load device' (IPLD).
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       Whether the tape drive operates in normal mode or DR mode is determined b
y user selection. The user selection of mode may be performed without the need f
or any additional tape drive hardware by using the tape drive eject button; when
 the tape drive is powered on the eject button held down, the DR mode of operati
on is selected, otherwise the normal mode is selected.
       This selection function is achieved by the tape drive's firmware that che
cks the status of the eject button during a power-on self-test sequence. Alterna
tively, DR mode can be selected by holding the eject button down for a long time
 period (such as 5 seconds), when the tape drive is already powered on, by the f
irmware which checks the length of the period the eject button is held down to d
etermine whether the operation is an eject or the user selecting DR mode.

       Summary of the invention
       The present invention provides a method of sequentially transferring boot
-image data to a sequential secondary storage device. The method comprises tranf
erring the first boot-image data to the tape medium starting at a first offset a
nd transferring the second boot-image data to the tape medium starting at a seco
nd offset, and storing first and second offset data in non-volatile memory. This
 way storage of multiple boot-images on a single tape medium is facilitated. 
       In accordance with a preferred embodiment of the invention the tape mediu
m is a tape medium. For example a tape cartridge which is compliant with ULTRIUM
 LTO is utilised. Such tape cartridges are commercially available from Hewlett P
ackard (www.hp.com/go/ultrium). A LTO compliant tape cartridge has a non-volatil
e cartridge memory (LTO-CM) which is an intelligent memory chip embedded in the 
cartridge.  It uses a radio frequency interface that eliminates the need for a p
hysical power or signal connection between cartridge and tape drive. The LTO-CM 
is used for storing information which in other tape formats may be stored in the
 header at the beginning of the tape. 
       In accordance with a preferred embodiment of the invention the first and 
second offset data is stored on the tape itself. Alternatively the first and sec
ond offset data is stored in a cartridge memory, such as a LTO-CM. 
       In accordance with a further preferred embodiment of the invention an ind
ex for mapping boot image identifiers to respective offsets is stored in the non
-volatile memory. This index facilitates provision of a booting catalogue for se
lection of one of the boot-images. 
       Another aspect of the present invention is a method of providing boot-ima
ge data to a computer, such as for the purpose of disaster recovery. This is acc
omplished by reading the at least first and second offset data from the non-vola
tile memory and emulation of an optical storage device. The emulation provides b
ooting catalogue data on the basis of the first and second offset data for selec
tion of one of the bootable images. 
       In accordance with a preferred embodiment of the invention the emulation 
of the optical storage device is started in response to an external command. The
 external command may originate from a computer system coupled to the tape drive
 through a network or by means of a user input operation, such as operating a bu
tton on the tape drive. 
       In accordance with a further preferred embodiment of the invention the em
ulation of the optical storage device is performed permanently. Preferably one p
ort of the tape drive is coupled to the emulated optical storage device while an
other port is used for communicating with the tape drive in normal mode. 
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       Brief description of the drawings
       In the following various embodiments of the invention will be described, 
by way of example only, and with reference to the drawings in which:
       Figure 1 is a schematic block diagram showing a tape drive coupled to mul
tiple computer systems, 
       Figure 2 is a flow diagram illustrating steps involved in storing a boot 
image on tape media,
       Figure 3 is illustrative of an index that is stored on the tape media or 
on a cartridge memory,
       Figure 4 is a flow diagram illustrating the steps involved in booting fro
m the tape drive,
       Figure 5 is a schematic block diagram of a tape drive apparatus having a 
dedicated port for permanent CD-ROM emulation.

       Detailed description
Figure 1 shows tape drive 100 having tape mechanism 102, which loads and ejects 
tape media 104 and winds the tape media 104 forwards or backwards as required fo
r reading and writing data. In a DDS (Digital Data Storage) tape drive, the read
/write heads 106 are mounted on a helical scanning drum, which rotates to sweep 
the heads past the tape in a motion oblique to the direction of travel of the ta
pe. Tape drive apparatus 100 has eject button 108 and RF interface 110 that serv
es to communicate with cartridge memory 112 of tape media 104. 
       Processor 114 of tape drive 100 serves to execute firmware 116. Firmware 
116 comprises instructions 118 for providing the normal mode of operation in whi
ch the tape drive 100 behaves as a tape drive and instructions 120 for providing
 the disaster recovery mode of operation, in which the tape drive emulates a CD-
ROM drive.
       Further processor 114 runs control program 122 which controls operation o
f tape drive 100. 
       Tape drive 100 has port 124. In the example considered here port 124 is c
ompliant with the fibre channel (FC) standard.
       Port 124 is coupled to storage area network (SAN) 126. 
Client computers A, B,…  are coupled to media server computer 128 through Ethern
et network  130. Each one of the client computers has processor 132 for running 
a backup application program 134 in order to read data stored on local disk 136 
and send the data over Ethernet network 130 to media server 128 for the purpose 
of performing the data backup operation. Media server 128 runs program 138 on it
s processor 132 for formatting data received from the client computers A, B, …  
via Ethernet network  130. During backup program 138 creates boot-images for the
 local disks 136 of client computers A, B, …  and transmits the corresponding bo
ot-image data sets via storage area network 126 to tape drive 100. 
       In operation tape drive 100 is initially in the normal mode of operation,
 i.e. tape drive 100 behaves as a tape drive at port 124. When tape drive 100 re
ceives boot-image data of e.g. client computer A from media server 128 via stora
ge area network 126 at its port 124 it performs an append operation in order to 
store the boot-image data on tape media 104. 
       In other words the boot-image data of client computer A is stored on tape
 media 104 starting at a specific tape location (offset) that is identified by o
ffset data. The offset data is stored on the tape itself or in cartridge memory 
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112 by means of RF interface 110. This process can be performed repeatedly for a
ll client computers which are coupled to media server computer 128. 
       Each time a new boot-image is received at port 124 an append operation is
 performed, the boot-image data is stored on tape media 104, and the offset data
 that identifies the tape location where the corresponding recording of the boot
-image data starts is stored in non-volatile memory. This way multiple boot-imag
e data can be stored on tape media 104. This has the advantage that more efficie
nt use can be made of tape media 104. 
       In order to perform a disaster recovery operation, such as for client com
puter A, a replacement client computer A' is coupled to storage area network 126
. Tape drive 100 is put into the disaster recovery mode. This can be done by pre
ssing eject button 108 when tape drive 100 is powered-on or by pressing the ejec
t button 108 for a long time period when the tape drive 100 is already powered o
n. 
       In the disaster recovery mode a CD-ROM emulation is provided by instructi
ons 120 such that tape drive 100 behaves like a CD-ROM drive at port 124. Instru
ctions 120 read the offset data stored in non-volatile memory, i.e. cartridge me
mory 112 or the tape itself, in order to generate a booting catalogue. 
       On the basis of the booting catalogue the BIOS of the replacement client 
computer A' can select the appropriate bootable disk image. The corresponding bo
ot-image data is read from tape media 104 and transferred to client computer A' 
via storage area network 126. Preferably the emulation performed by instructions
 120 is in compliance with the 'El Torito' bootable CD-ROM Format Specification.
 In this instance instructions 120 generate a multiple boot-image configuration 
on the basis of the offset data stored in cartridge memory 112 that has a format
 as specified in the 'El Torito' specification. 
       Figure 2 illustrates an append operation of an additional boot-image rece
ived from one of the client computers. Without limitation of generality it is as
sumed that boot-image A of client computer A is received by the tape drive from 
the media server computer in step 200. In step 202 the tape drive performs an ap
pend operation and stores the boot-image A on the tape media starting at an offs
et OA. The corresponding offset data OA is indicative of the position where the 
recording of the boot-image A on the tape media starts. 
       In step 204 the tuple consisting of the identifier A of the boot-image A 
of client computer A and the offset data OA is entered into the index stored on 
the tape media itself or on the cartridge memory.
       When the tape drive receives another boot image from another client compu
ter or the same client computer, steps 200 to 204 are performed again with respe
ct to the additional boot image.
       Figure 3 schematically shows a resulting index which maps the boot image 
identifiers A, B, C, …  to respective offsets OA, OB, OC, …
       Figure 4 shows a flow chart for performing a restore operation, such as f
or the purpose of disaster recovery or migration. First the tape drive needs to 
be put into a CD-ROM mode (step 403). This can be done by pressing the eject but
ton of the tape drive when the tape drive is powered on (step 400). Alternativel
y a command is sent from one of the client computer systems or from the media se
rver computer to the tape drive in order to put the tape drive into the CD-ROM e
mulation mode. For example if client computer A is replaced by client computer A
' for the purpose of disaster recovery a command can be sent from client compute
r B or from the media server to the tape drive in order to start the CD-ROM emul
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ation (step 402).
       Alternatively the CD-ROM mode is permanently emulated by the tape drive. 
In this instance an extra physical port can be coupled to the permanent CD-ROM e
mulation or the CD-ROM emulation provides a logical unit (LUN) that is associate
d with a single physical port. A suitable embodiment of such a tape drive will b
e explained in more detail below with reference to figure 5.
       In step 406 the index (cf. figure 3) is read from non-volatile memory, e.
g. from the tape media itself or from the cartridge memory. On the basis of the 
boot-image identifiers and respective offset data of the index a booting catalog
ue is provided in step 408. Preferably the booting catalogue is in compliance wi
th the 'El Torito' Specification. 
       In step 410 the BIOS of the replacement computer, e.g. client computer A'
, selects one of the boot images from the booting catalogue, for example in acco
rdance with the El Torito specification. The selected boot image is provided to 
the replacement client computer A' such that it can boot from the tape drive. 
       Figure 5 shows a further preferred embodiment of a tape drive. Elements o
f figure 5 that correspond to elements of figure 1 are designated by the same re
ference numerals.
       In contrast to the embodiment of figure 1, tape drive 100 of figure 5 has
 firmware 140 that permanently provides the tape mode by executing instructions 
118 and that permanently provides a CD-ROM emulation by execution of instruction
s 120.
       Tape drive 100 has additional fibre channel port 142. Port 142 is coupled
 to the permanent CD-ROM emulation provided by instructions 120 whereas port 124
 serves for communication with tape drive 100 in the tape mode provided by instr
uctions 118. As a consequence it is not necessary to change the mode of operatio
n of tape drive 100 when a disaster recovery is to be performed as tape drive 10
0 permanently 'looks' like a CD-ROM drive at its port 142 from where the replace
ment computer system can boot. 

List of reference numerals

100      tape drive
102      tape mechanism
104      tape media
106      heads
108      eject button
110      RF interface
112      cartridge memory
114      processor
116      firmware
118      instructions
120      instructions
122      program
124      port
126      storage area network
128      media server computer
130      Ethernet network
132      processor
134      backup application program
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136      local disk
138      programme
140      firmware
142      port
1.     A method of sequentially transferring boot-image data comprising: 
-      causing first boot-image data to be transferred to a tape medium (104) st
arting at a first offset,
-      causing second boot-image data to be transferred to the tape medium start
ing at a second offset,
-      causing data relating to the first and second offsets to be transferred t
o a non-volatile memory (104; 112).

2.     The method of claim 1, the tape medium being compliant with the ULTRIUM f
ormat.

3.     The method of claim 1 or 2, the non-volatile memory being the tape medium
 (104). 

4.     The method of claim 1 or 2, the non-volatile memory being a cartridge mem
ory (112) of the tape medium.

5.     The method of any one of claims 1 to 4, wherein the data transferred to n
on-volatile memory comprises first and second identifying data respectively asso
ciated with the first and second boot image data.

6.     A method of providing boot-image data to a computer for booting the compu
ter, the method comprising:
-      reading at least first and second offset data relative to respective firs
t and second boot-image data from a non-volatile memory (104; 112), the first an
d second boot-image data being stored on a tape medium (104), 
-      emulating an optical storage device,
-      using the first and second offset data for selecting of one of the first 
and second boot-image data, and outputting the selected one of the first and sec
ond boot-image data for booting the computer.

7.     The method of claim 6, further comprising providing booting catalogue dat
a on the basis of the first and second offset data.

8.     The method of claim 6 or 7, further comprising receiving a command and st
arting the emulation of the optical storage device in response to the command.

9.     The method of claim 8, wherein the command is received from a second comp
uter.

10.    The method of any one of claims 6 to 9, further comprising starting the e
mulation of the optical storage device in response to a user input operation.

11.    The method of claim 10, wherein the user input operation consists of oper
ating an eject button. 
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12.    The method of any one of claims 6 to 11, wherein the emulation of the opt
ical storage device is performed permanently. 

13.    The method of any one of claims 6 to 12, wherein a dedicated port (142) i
s coupled to the emulation of the optical storage device.

14.    A computer program product for controlling a secondary sequential storage
 device (100), the computer program product comprising instructions (116) for ca
using
-      transfer of first boot-image data to a tape medium (104) starting at a fi
rst offset,
-      transfer of second boot-image data to the tape medium starting at a secon
d offset,
-      transfer of first and second offset data to non-volatile memory (104; 112
).

15.    The computer program product of claim 14, the instructions being adapted 
to store first and second identifiers of respective first and second boot-image 
data in a non-volatile memory (112) for creation of an index relating the first 
and second identifiers to respective first and second offset data. 

16.    A computer program product for controlling a secondary sequential storage
 device (100), the computer program product comprising instructions (116) for:
-      reading at least first and second offset data of respective first and sec
ond boot-image data from a non-volatile memory (104; 112), the first and second 
boot-image data being stored on a tape medium (104), 
-      emulating an optical storage device, 
-      using the first and second offset data for enabling selection of one of t
he first and second boot-image data, and
-      outputting the selected one of the first and second boot-image data for b
ooting the computer.

17.    The computer program product of claim 16, the instructions being responsi
ve to receiving an external command to start the emulation of the optical storag
e device.

18.    The computer program product of claim 16 or 17, the instructions being re
sponsive to a user input operation to start the emulation of the optical storage
 device.

19.    The computer program product of claim 18, the user input operation compri
sing operating an eject button (108) of the sequential secondary storage device.

20.    The computer program product of any one of claims 16 to 19, the instructi
ons being adapted to permanently emulate the optical storage device. 

21.    A secondary storage device for storing boot-image data on a tape medium (
104), the secondary storage device comprising:
-      means (124) for receiving at least first and second boot-image data,
-      means (118)  for writing the first and second boot-image data starting at
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 respective first and second offsets on the tape medium,
-      means (118, 106; 110) for storing first and second offset data in non-vol
atile memory.

22.    The secondary storage device of claim 21, the means for storing the first
 and second offsets being adapted to store an index in the non-volatile memory f
or mapping respective first and second identifiers, respectively relating to the
 first and second boot-image data, to the respective first and second offset dat
a.

23.    The secondary storage device of claim 21 or 22, further comprising a wire
less interface (110) for storing the first and second offset data in the non-vol
atile memory.

24.    The secondary storage device of claim 21, 22 or 23, further comprising em
ulation means (120) for emulating an optical storage device.

25.    The secondary storage device of any one of claims 21 to 24 having a port 
(142) permanently assigned to the emulation means.

26.    The secondary storage device of any one of claims 21 to 25, comprising a 
tape drive (100).

27.    A non-volatile memory component comprising firmware for controlling a tra
nsfer device (100), the firmware comprising instructions (140) for: 
-      transferring first boot-image data to a tape medium (104) starting at a f
irst offset,
-      transferring second boot-image data to the tape medium starting at a seco
nd offset,
-      transferring first and second offset data relating to the first and secon
d offsets in non-volatile memory (104; 112).

28.    A non-volatile memory component comprising firmware for controlling a tra
nsfer device (100), the firmware comprising instructions (140) for:
-      reading at least first and second offset data of respective first and sec
ond boot-image data from a non-volatile memory (104; 112), the first and second 
boot-image data stored on a tape medium (104), 
-      emulating an optical storage device, 
-      providing booting catalogue data on the basis of the first and second off
set data for selecting of one of the first and second boot-image data, transferr
ing of the selected one of the first and second boot-image data to the computer.

29.    A tape cartridge comprising a tape medium (104) having stored thereon at 
least first and second boot-image data.

30.    The tape cartridge of claim 29 having a non-volatile memory (104; 112) st
oring first and second offset data relating to the first and second offsets.
       Abstract

       Data backup and recovery
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       A method of sequentially transferring boot-image data comprising: 
-      causing first boot-image data to be transferred to a tape medium starting
 at a first offset,
-      causing second boot-image data to be transferred to the tape medium start
ing at a second offset,
-      causing data relating to the first and second offsets to be transferred t
o a non-volatile memory.

(Fig. 1)
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